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1．はじめに 
 筆者らは，農作物の育成状況をデジタルデー

タで保存する試みにおいて，ミカン栽培を対象

に育成状況のデータを即時に利用者にフィード

バックして役立てることを主眼としたフィール

ド情報収集・活用システム[1]を提案している．

提案システムでは，広域の気象情報については，

気象庁のアメダス情報や，地域の代表的な園地

に設置したフィールドサーバによって自動的に

情報を収集し，農家・園地ごとの詳細な育成状

況及び作業記録については，農家自身が携帯電

話を用いて日々の観察・作業を通じてデータを

記録していく仕組みを提案した． 

本稿では，提案システムの中で，農家・園地

ごとの情報収集を行うための携帯電話による入

力システムと，入力した育成データとそれによ

るアドバイスを自宅のPC上で確認するためのWeb

アプリケーションの開発について述べる． 

  

2．入力対象となるミカン栽培データ 
 携帯による入力システムでは，ミカンの水分

ストレスに関する指標のうち，農家・園地ごと

に収集する自動的に計測を行うことが困難なデ

ータを，触感や目視，従来型の計測器の数値を

読み取って各園地で入力する． 

ストレス指標データは，果実の硬さ・巻葉の

割合・糖度・酸度・肥大量・土壌水分量である．

果実の硬さは，シリコーン製の硬さのサンプル

モデル(ゴムマリ)を用い，それと握り比べるこ

とで5段階に数値化を行う(図 1)．巻葉の割合は，

木全体でどの程度，葉が巻いているかを目視し，

標準的な巻葉状態の写真と比較することで巻葉

の割合を同様に5段階に数値化する．糖度・酸度，

果実のサイズ・肥大量，土壌水分量は，それぞ

れ糖度計やノギスなど計測器で計測した値を利

用する．また，水分ストレスに影響を与える作

業として，園地ごとの潅水量と，防水被覆（マ

ルチ）の状態（被覆を行った日・外した日）を

記録する． 

 
図 1．果実の硬さの測定（ゴムマリ） 

 

3．携帯電話による農作物の育成状況入力

とその利用 
3-1．設計方針 
 システムの設計にあたっては，指導員・生産

者に実際に使ってもらうために，1.安価に導

入・運用できること，2.ミカン園地の現場で使

えること，3.操作が簡単であることを条件とし

て設計した． 

 栽培データの入力ツールは，農家が自分で保

有し，日常使い慣れている情報入力機器である

携帯電話上を用いることとした．これによって

各農家が新規に機材を購入したり，新しい入力

方法を覚えたりする必要がなくデータ入力が可

能となる．また，実装に当たっては，多くの園

地が電波の届きにくい山間部にあることを考慮

し，携帯の圏外でもデータの入力作業が可能な

アプリケーション(iアプリ)として実装した．こ

れにより，様々なキー操作が追加可能となり，

操作を簡単にするためのカスタマイズも可能と

なった． 

 入力したデータの表示・利用方法シーンとし

ては，自宅で過去の入力データや他の利用者の

入力データの比較・分析と，屋外・園地での潅

水の要否判断のサポートの2種類を想定して設計

を行った． 

自宅でのデータの比較・分析はPCで行うこと

とし，個別のインストールが不要なWebブラウザ

上のFlashで実装を行った．これにより，PC操作

に慣れないユーザでも直感的に操作可能で，入

力データを各種のグラフ表示などを用いて動的
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に表示可能である． 

また，詳細な分析・比較を行わず，入力した

データを活用して，指導員の指導がなくとも潅

水の要否判断だけを知りたいユーザのために，

携帯の画面上で潅水要否判断を行えるシステム

を実装した． 

 

3-2．システム概要 
3-2-1．データの収集 

 携帯電話で実装を行うこのアプリケーション

のことを，以降「日誌アプリ」と呼ぶ． 

 日誌アプリでは，「2．入力対象となるミカン

栽培データ」で挙げたストレス指標について入

力項目を設けた．また，園地での入力を容易に

するために，極力プルダウンメニューによる選

択肢での入力(図 2)や数値のみで入力が可能な

形式とした． 

 日誌アプリで入力した値は，携帯網のパケッ

ト通信によってサーバへ送信される．ミカン栽

培の場合，園地の多くが山間部にあるため，送

信時に圏外であった場合は，一旦携帯電話内部

に保存され，圏内になった際に任意のタイミン

グでユーザが値の再送信を行える機能を実装し

ている． 

 

 
図 2．日誌アプリの画面 

 

3-2-2．データの利用「グラフ化」 
 比較・分析のためにグラフ表示を行うFlashア

プリケーションのことを，以降｢隣の園地｣と呼

ぶ． 

 隣の園地は，一人ずつの詳細なチャートの閲

覧と，複数ユーザと比較できるチャートの閲覧

機能を持つ． 

 一人ずつの詳細なチャートでは，入力項目ご

とのチャートや，同じチャートエリアに複数項

目を選択して表示できるチャートを表示・操作

可能である．複数項目選択チャートでは，自分

の園地で起きている事象の関係性を推察するこ

とができる．例えば，酸度を下げるために灌水

を行った後，実際に酸度が下がっているかを確

認することで，灌水量が足りていたかどうかを

知ることができる． 

 複数の対象が比較できるチャートでは，比較

したいユーザを選択することによって，各ユー

ザの入力項目ごとの比較を行うことができる．

例えば，お手本としている生産者と自分の状態

を比べ，糖度が上がっているか，灌水をいつ行

ったかなどを知ることができる(図 3)． 

 
図 3．隣の園地の画面 

 

3-2-3．データの利用「灌水の要否判断」 
 研究結果と研究者からのヒアリングから，果

樹や果実の状態の数値から灌水のタイミングの

判定式を作成し，灌水判断システムを試作した． 

 灌水判断システムでは，判断を行いたいユー

ザ名と園地を選択すると，収集しているデータ

を自動的にDBから取得し，判定式に当てはめ，

現在の状態で灌水が必要かどうかを5段階で判定

する． 

 

4．まとめ 
 農作物の育成状況をリアルタイムの育成に活

かすため，必要なデータの収集を携帯電話で行

えるｉアプリを作成し，複数ユーザとの比較が

可能なチャート化システムを作成した．  

 自動アドバイスシステムについては，有効性

が示されたため，これから，より発展させてい

く必要性があると考えられる． 

 
本研究は「研究成果実用化促進事業 高品質ミカン生産のため

のフィールドサーバ利用技術の確立」の成果である． 
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